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　気象庁は１６日、大気中の二酸化炭素（ＣＯ２）濃度が国内の観測地点で初めて４００ｐｐｍ（０・ ０４％）
を超えたと発表した。世界平均で４００ｐｐｍを超えると地球温暖化が深刻化するとされており、同庁は「これ
だけ温暖化対策が叫ばれても全く減る兆 候がない」と危機感を強めている。

　気象庁は、人間活動の影響を受けにくい岩手県大船渡市、東京都・南鳥島、沖縄県・与那国島の３地点でＣＯ
２濃度を観測。大船渡市では３月の月平均値が４０１・２ｐｐｍ、４月に４０２・２ｐｐｍを記録し、８７年の
観測開始以来、初めて４００ｐｐｍの大台を超えた。

　昨年の年平均値も大船渡市３９４・３ｐｐｍ、南鳥島３９２・８ｐｐｍ、与那国島３９４・４ｐｐｍで、いず
れも過去最高を記録。過去１０年間は１年に約２ｐｐｍのペースで上昇が続いている。

　気象庁によると、一般的に人口の多い北半球の方がＣＯ２濃度が高く、１０年の世界の年平均値は３８９・０
ｐｐｍ。産業革命以前と比べると１００ｐｐｍ以上も増加しており、１００年当たり０・６８度の割合で気温が
上昇しているという。【池田知広】
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